














































































































































料によりますと、世帯の人員は、1960 年は平均して 4.14 人。平成２年、７年、12 年、17 年と、





























校卒業時が 12.5 歳、結婚が 23 歳くらいで、そこから２年ほどで最初の子どもが生まれます。そ
の後子どもが何人か生まれて最後の子どもが生まれるのが 38 歳。一番末の子どもが学校に上が
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してみました。国際比較の調査です（図５）。これは 15 歳までの子どもをもつ親各国 1000 人ほ
どを対象に旧総理府等の青少年対策本部が行なって、1981 年と 1994 年に行われた調査の報告書
のデータから作成したものです。たとえば 1981 年の韓国では「子どもをなぜ育てるのか」とい
う問いに対して、「次の社会を担う人材を育てる」「家の存続」などの非個人的な理由の割合が多








































































































観念などの訓練の諸要因をみのがすことはできない」（J.Dewey,The School and Society, Nabu Public 



































































































































































































































































































































































































に社会が形成されているという趣旨のことを言っています。（J.Dewey,The School and Society, Nabu 




















































田大作「第二章担う生命哲理の伝灯者に」『広布第二章の指針』1973 年 105 頁）と語っています。「他者
の生存の力を強化する」、平たく言い換えると「他者を励ます」ということだと思います。もち
ろん「がんばれ」と声をかけることだけが励ましではないと思います。黙って相手の話に耳を傾
ける、あるいは相手を尊重し、その存在をそのまま受け入れるなど、いろいろな姿があると思い
ます。そのような励まし合いができる家族、そしてそのような家族の一員として地域の人々と励
ましあえる社会をつくっていけたら素晴らしいと思います。本学の創立者はそのような信念で世
界中をまわり一人ひとりを励ましてきました。私たちもこうした意識をもちながら、身近な家族
や地域社会、その他の社会の人々との関係を意識して強くし、それを世界に開いていく、このよ
うな生き方ができれば素晴らしいと思います。本日は長時間にわたってディスカッションへのご
参加とご協力、そしてご清聴大変にありがとうございました。
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